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後納制度（国民年金保険料の納期限の延長）を
ご利用ください。

　国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年間の間に国民年金保険料を納めていただくことで
満額の老齢基礎年金を受給することができます。
　しかしながら、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れにより、国民年金の資格
期間が少ない場合には、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなってしまうことが
あります。
　このような事態を避けるために、法律が改正され、平成27年10月1日から、国民年金保険料を納めることが
できる期間が過去2年から5年に延長となる後納制度が実施されています。
　ただし、既に老齢基礎年金の受給権をお持ちの方は、納めることができませんので、ご注意願います。
　なお、保険料を納付するためには事前にお申し込みいただき審査をさせていただくことになります。（審査の
結果、制度による納付をご利用いただけない場合があります。）

詳しくは下記「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所へお問い合わせください。

（注1）保険料納付や免除等の合計が25年（300月）未満の場合
（注2）後納保険料を納付できる期間は、平成30年9月30日をもって終了します。ご注意下さい。

高崎年金事務所お客様相談室 027-322-4299
国民年金保険専用ダイヤル 0570-011-050
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協力隊活動報告協力隊活動報告

　矢川区の一人暮らしの方々を訪問させていただくうちに、高齢者の
方から『一人暮らしの方だけで交流会をしようよ！』というお話をいただ
きました。区長さんをはじめ皆さんと準備を進めながら、梅雨が明け暑
い中でしたが、たくさんの方が集まってくださり8/4に無事に一回目を
開催することができました。同じ区で暮らしていても普段なかなか会え
ない状況で、久しぶりの再会という感動もありました。思い出話も膨ら
み、８月生まれの方のお誕生日会もでき、皆さんの笑顔がいっぱいの
楽しい時間を過ごすことができました。『生きがいづくり』という言葉は
形では表せないものですが、こうした時間を通じて皆さんの笑顔がみ
られることがその証なのだと実感しました。

「まちづくり」
　協力隊に着任してから「観光」と「地域活性化」において、この２つは実に密接なつながりがあるということを考えさ
せられます。とある町の日帰り温泉や農産物直売所などに寄った時のこと。大きな観光資源がなくともその町が持つ
小さな資源をパズルのように組み合わせ、結果それが観光や地域活性化につながっている、というものでした。
　行政と現場と町民の意向（かな？）、それらの役割や方向性がバランスよく取れていると感じさせるものでした。また
その町に行ってみたいと思っています。

　２０１６年７月１日より下仁田町地域おこし協力隊イベント実行委員会が立ち
上がりました。
　その第１回イベントとして、東京の文京区で７月２４日に開催された朝顔ほお
ずき市に実行委員会で出店してきました。下仁田町の特産コンニャクや、地元
野菜などを販売し、下仁田町のＰＲを行いました。

小池隊員報告

渡辺隊員報告

　８月は夏休みに合わせ、子供向けのジオパーク体験講座を複数回
実施しました。なかでも人気だったのが「アンモナイトキーホルダー
作り」。アンモナイト型のキーホルダーを作りながら、地層のでき方を
学ぶ講座でした。講座の終盤には、子どもたち自ら実験したり、観察し
たりして、とても楽しんでいる様子でした。４月に着任してから準備し
ていたことをようやく形にすることができました。これからも頑張って
いきます。

片山隊員報告

　８月１４日に夏祭りに参加して参りました。そこでは協力隊として少しでも楽しんでいただける企画と群馬県の協力
隊の宣伝をいたしました。そこで、地域の方々にたくさん声をかけていただきまして、他の地域の協力隊に驚かれまし
た。本当に地域の方々に恵まれて生活している事を実感いたしました。本当にいつもありがとうございます。

沼田隊員報告

大井田隊員報告
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　9月1日は防災の日、この日は各地で防災訓練が実施されています。命を守るため常に備えを持つ
ことが何よりも大切なことです。7月号の広報に地震・気象災害等を書きました。ここに下仁田町に発
生した過去の大火について調べてみました。
　①～③は1917年（大正6年）。④～⑤は1934年（昭和9年）の新聞記事です。
①．小坂村で39戸　1月31日午後2時頃、北甘楽郡小坂村の民家より出火、折柄の西北の烈風に煽

られ猛火となりて民家を順次襲ひ、火勢は唸りを生じて山林へ入り、凄惨たる光景を呈したり。午
後5時に至り漸く鎮火、罹災家屋は39戸71棟その他山林を焼失。罹災者家族150余名は、焼け
跡で寒天に3日3晩の露宿せざるべからず。（2月2日、3日）上毛新聞。山林の焼失は100町歩
（100ヘクタール）といわれています。

②．5月19日午後11時40分、北甘楽郡下仁田町の飴菓子商より出火、下仁田盆地は忽ち猛火を以て
覆われたり。火は中町の大通路を一直線に進み、同町の大半を見る見る烏有（うゆう）に帰せし
め、翌晩3時15分鎮火したるが、焼失戸数87戸、その焼け跡を見るに一木一草あまさず焼尽せり。
（5月20日、21日）上毛新聞。

③．下仁田町の大火　19日午後11時40分北甘楽郡下仁田町字新町○番地○○○○方より出火した
るが折柄の烈風と水利の便なき処とて下仁田の盆地は忽ち猛火を以て覆はれ全町を一舐めに
せしが物凄き光景を呈したり目下判明したる焼失戸数87戸、土蔵26、電柱焼失4、電話不通とな
りたるが間もなく開通せり（下仁田電話）。
毎日新聞の記事より。
この年には、1月31日 小坂村、5月19日 下仁田町と連続の大火がありました。

④．下仁田大火の罹災50余戸80棟焼く　1月19日午前3時40分頃、北甘楽郡下仁田町の荒物商か
ら出火、水利の便悪いため火勢はたちまち広がり、同町目抜きの通りを全焼50余戸80棟、半焼
12戸、消防手その他負傷者6名を出して同6時30分漸く鎮火した。町内には鏑川が貫通するの
みで、消防用水に恵まれていなかった。去る大正6年に100戸を焼いて以来、18年ぶりの大火で
あった。（1月20）上毛新聞。

⑤．朝風呂の火から 今焼 下仁田大火 消防用水に恵まれずこの大事　50余戸80棟焼く。（昭和9年
1月20日　毎日新聞）

　以上は現下仁田町に於ける主な大火です。資料乏しくようやく上毛新聞社と現毎日新聞（当時は
東京日々新聞）の記事から拾いだしました。如何に記録が大切かがわかると思います。新聞記事に見
られますように当時は防火用水の設置もなく、用水の不備が大火になったことが分かります。また、旧
下仁田町に電灯がついたのは1907年（明治40）、電話が入ったのは1908年（明治41）です。その後
に、農村部へと広まりました。

※平成28年7月13日の上毛新聞「視点」欄に、熊本地震の教訓－「自分の役割　再確認」という副町
長　吉弘　拓生さんの記事をごらんになりましたか。結びに、「備えあれば憂いなし」 という言葉
があるように、今回の地震を教訓に災害への備え、近くの避難所の確認、地域での行動、役割をも
う一度確認しておくことが何よりもの備えになりますので、できることから確認しましょう。」と書い
てありました。地震に限らず種々の防災に備えて日頃の訓練や準備が必要でしょう。9月1日は防災
の日。8月30日から9月5日にかけては防災週間です。この機会を通じて防災についての備えをし
てみましょう。　

ジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だより

　9月の清掃活動は、ジオサイトの一つである「すべり面」の清掃活動を行います。
日　　時　9月20日（火）ＡＭ6：30～7：15
集合場所　下仁田町自然史館

＊ゴミ袋・ゴミ挟みは用意します。
＊軍手等は各自ご持参願います。
＊清掃活動終了後１０分程度の、ミニジオ講座を開催します。

毎月２０日は『下仁田ジオパークの日』

　７月は下仁田町の代表的なジオサイト「青岩公園」で美化活動を
行いました。
　平日の早朝にも関わらず地元の方々を含め２０名以上の方に参
加いただき、ゴミ拾いや草刈作業を行いました。
　作業終了後のミニ講座は、里見応援団長にクリッペの成り立ち
や青岩周辺の植物等について解かりやすく解説いただきました。
　また、町職員の皆さんによる役場周辺の美化活動も実施されま
した。

７月の美化活動

　紫陽花を育てる会が年間を通して手入れをし、管理しているあじさい園で、６月１２日（日）から７月２
日（土）まであじさい祭りが開催されました。
　今年も鮮やかな色の花が馬山丘陵を（河岸段丘）に広がり、県内外より昨年を上回る大勢の皆様
にご来園いただきました。園内では観光案内所を設置し、日本ジオパーク下仁田応援団と町職員によ
るあじさい園を始めジオパークと観光のＰＲを行い、大勢の皆様に知っていただくと共に喜んでいた
だきました。関係者の皆さんお疲れ様でした。特に、紫陽花を育てる会の皆様には、年間を通しての
ボランティア活動まことにありがとうございます。今後もよろしくおねがいいたします。

あじさい祭

　下仁田町の世界遺産荒船風穴は、７月あたりから冷風の勢いが
強くなり、冷風を体感するだけでなく目で楽しむ事ができる時期と
なります。冷風が見える状態とは、冷風で冷やされた外気に含まれ
る水分が細かな水の粒子として白くなる現象の事です。さらに木
漏れ日が差し込みことでとても神秘的な雰囲気を持ちます。来年
はみなさんもその目で確認してみましょう。

荒船風穴

里　見　哲　夫下仁田町の火災
第14号 2016.9.1
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加いただき、ゴミ拾いや草刈作業を行いました。
　作業終了後のミニ講座は、里見応援団長にクリッペの成り立ち
や青岩周辺の植物等について解かりやすく解説いただきました。
　また、町職員の皆さんによる役場周辺の美化活動も実施されま
した。

７月の美化活動

　紫陽花を育てる会が年間を通して手入れをし、管理しているあじさい園で、６月１２日（日）から７月２
日（土）まであじさい祭りが開催されました。
　今年も鮮やかな色の花が馬山丘陵を（河岸段丘）に広がり、県内外より昨年を上回る大勢の皆様
にご来園いただきました。園内では観光案内所を設置し、日本ジオパーク下仁田応援団と町職員によ
るあじさい園を始めジオパークと観光のＰＲを行い、大勢の皆様に知っていただくと共に喜んでいた
だきました。関係者の皆さんお疲れ様でした。特に、紫陽花を育てる会の皆様には、年間を通しての
ボランティア活動まことにありがとうございます。今後もよろしくおねがいいたします。

あじさい祭

　下仁田町の世界遺産荒船風穴は、７月あたりから冷風の勢いが
強くなり、冷風を体感するだけでなく目で楽しむ事ができる時期と
なります。冷風が見える状態とは、冷風で冷やされた外気に含まれ
る水分が細かな水の粒子として白くなる現象の事です。さらに木
漏れ日が差し込みことでとても神秘的な雰囲気を持ちます。来年
はみなさんもその目で確認してみましょう。

荒船風穴

里　見　哲　夫下仁田町の火災
第14号 2016.9.1
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

荒船風穴の清掃活動を行いました

町民バスハイキング

　荒船風穴友の会では、7月17日（日）朝6時30分よ
り風穴において清掃作業を行いました。
　早朝にもかかわらず、友の会から18名の会員が参
加して草むしりなどを行い、見学者広場がきれいにな
りました。
　残暑が厳しい今日この頃ですが、荒船風穴は2℃前
後の冷気を吹き出しています。
　下仁田町にお住まいの方は無料で見学ができ、ガ
イドの丁寧な解説を聞くことができます。冷風を体感
しに、風穴にぜひお出かけください。
下仁田町歴史館　☎82－5345　

　7月17日（日）、草津白根山（芳ケ平）へのバスハイ
キングが行われました。
　草津白根山周辺への入山が規制されているため、
コマクサなどの高山植物群生地にはゆけませんでし
たが、天候に恵まれ帰りには日帰入浴で汗を流し楽し
い1日を過ごしました。

フラダンス競技大会で優勝
　７月２３日（土）～２４日（日）兵庫県神戸市の神戸ファッショ
ンマート内イオホールで開催された、ハワイ ロア フラコンペ
ティション２０１６で、佐藤千佳さん（西牧）が、ソロ・アウアナ部
門で出場し、みごと優勝しました。おめでとうございます。

下仁田町自然史館
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

問合せ先　教育課ジオパーク推進係（下仁田町自然史館）　☎７０-３０７０

　「地震」「津波」「水害」…自然災害にもいろいろな種類があります。下仁田で生活するうえで特に気をつ
けなければいけない災害はどれでしょうか。下仁田の大地のことを学び、自然災害から自分や身の回りの人を
守るための知識を学びましょう。
【日時】平成28年9月3日（土）午後1時30分～午後2時30分
【会場】下仁田町自然史館ミーティングルーム
　　　　受講者にはジオ商品のおみやげ付きます！

８月６日（土）・７日（日）二日間にわたり下仁田自然学校の主催する
夏の子どもジオパーク探検教室が開催されました。町内外から約20人の
子どもたちが集まり、大学生のお兄さんお姉さんの案内のもとに下仁田
の自然探検を満喫しました。
川の探検では、青倉川上流で川の生き物を観察し、夜には自然史館周り
の昆虫観察、山の探検では稲含山に登るなど、下仁田の自然の中で、楽
しい夏の思い出作りを行いました。

ジオパーク講座「再確認！下仁田の防災」

下仁田町には世界遺産や豊富な自然、ネギやコンニャクなど様々な資源があります。そしてそれらを町づくり
に活かしてきた様々な活動があり、それらの活動を、関東大会を通じて全国に発信していくことをコンセプト
にこのテーマが選定されました。
ジオパーク下仁田協議会では、同日開催のネギ祭りに参加した人にもジオパークを知ってもらえるよう、関東
地区のジオパーク下仁田の人たちの交流が深められるように、様々な企画をすすめています。
　当日は皆さんもぜひご参加下さい。

「地域の宝を発信しよう～子どもの未来を育むジオパーク～」
１１月２０日（日）・２１日（月）に開催するジオパーク地区の関東大会のテーマが決定しました！

行事予定

関東大会テーマが決定しました

夏の子どもジオパーク探検教室が開催されました
行事報告

ネギとコンニャク・ジオパーク
化石を探そう！

　みなさんは町なかで化石を見つけることができる場所があるのをご存知です
か？諏訪神社のワキから河床に下りていくとそれはあります。足元の岩石をよ
くみると白いぐにゃぐにゃした模様が入っています。この模様の正体が実は化
石です。ぐにゃぐにゃした模様は二枚貝の貝殻の断面です。下仁田には実はこ
んなにすぐ近くに化石スポットがあります！ぜひ１度足を運んでみてくださ
い。

※下仁田町自然史館では、午前9時から午後4時まで展示室を開放しています、ぜひお出かけください。
※9月の休館日は1日・15日です

荒船の湯でおくつろぎください荒船の湯でおくつろぎください
　日頃より、西下仁田温泉荒船の湯をご利用いただきありがとうございます。
　荒船の湯へは、しもにたバスを利用いただくと便利です。
下仁田駅発　　　９:５０　１１:００　１２:２５　発
荒船の湯前発　 １０:１８　１１:２８　１２:５３　発
所要時間　約３０分
団体(１５名様以上)は、送迎も致します。(事前予約要)
宴会料理等、ご予算に応じて対応いたします。
連絡先　荒船の湯　☎６０－６００４　(営)１０:００－２０:００　月定休(祝日の場合は翌日)


